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＜特定粉じん排出等作業の作業基準＞
特定工事の元請業者又は自主施工者は、当該特定工事における特定粉じん排出作業の開始前に、次に
掲げる事項を記録した当該特定粉じん排出等作業の計画を作成し、当該計画に基づき当該特定粉じん排
出等作業を行うこと。 （新規則第16条の４）

特定粉じん排出等作業の計画で定める事項
イ 特定工事の発注者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名
ロ 特定工事の場所
ハ 特定粉じん排出等作業の種類
ニ 特定粉じん排出等作業の実施の期間
ホ 特定粉じん排出等作業の対象となる建築物等の部分における特定建築材料の種類並びに

その使用箇所及び使用面積
へ 特定粉じん排出等作業の方法
ト 第10条の４第２項各号に掲げる事項

・特定粉じん排出等作業の対象となる建築物等の概要、配置図及び付近の状況
・特定粉じん排出等作業の工程を明示した特定工事の工程の概要
・特定工事の元請業者又は自主施工者の現場責任者の氏名及び連絡場所
・下請負人が特定粉じん排出等作業を実施する場合の当該下請負人の現場責任者の氏名及び
連絡場所

※レベル３建材の特定工事でも作業計画を定める必要がある
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石綿含有成形板等又は石綿含有仕上塗材について作業基準を新設（新規則第16条の４第６号）
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①石綿含有成形板等（新規則別表第７ ４の項に規定）
次に掲げる事項を遵守して作業の対象となる建築物等に使用されている特定建築材料を除去するか、

又はこれと同等以上の効果を有する措置を講じること。
イ 特定建築材料を、切断、破砕等することなくそのまま建築物等から取り外すこと。
ロ イの方法により特定建築材料（ハに規定するものを除く。）を除去することが技術上著しく困難なとき
又は一部除去の場合など改造・補修作業の性質上適しないときは、除去する特定建築材料を薬液等に
より湿潤化すること。

ハ 石綿含有けい酸カルシウム板第１種にあっては、イの方法により除去することが技術上著しく困難な
とき又は一部除去の場合など改造・補修作業の性質上適しないときは、次に掲げる措置を講ずること。
(1) 当該特定建築材料の除去を行う部分の周辺を事前に養生※1すること。
(2) 当該特定建築材料を薬液等により湿潤化すること。

ニ 当該特定建築材料の除去後、作業場内の清掃その他の特定粉じんの処理を行うこと。この場合に
おいて、ハの規定により養生を行ったときは、当該養生を解く前に清掃を行うこと。

湿潤化の例（散水）原形のまま取り外す例 作業の状況（養生内で湿潤化後手作業で除去）

※1 作業場所をプラスチックシート等で囲うことを指し、負圧管理までは要しない。

＜特定粉じん排出等作業の作業基準＞
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＜特定粉じん排出等作業の作業基準＞

②石綿含有仕上塗材（新規則別表第７ ３の項に規定）
次に掲げる事項を遵守して作業の対象となる建築物等に使用されている特定建築材料を除去するか、

又はこれと同等以上の効果を有する措置を講じること。
イ 除去する特定建築材料を薬液等により湿潤化すること。（ロの規定により特定建築材料を除去する
場合を除く。）

ロ 電気グラインダーその他の電動工具を用いて特定建築材料を除去するときは、次に掲げる措置を
講ずること。
(1) 特定建築材料の除去を行う部分の周辺を事前に養生※すること。
(2) 除去する特定建築材料を薬液等により湿潤化すること。

ハ 当該特定建築材料の除去後、作業場内の清掃その他の特定粉じんの処理を行うこと。この場合に
おいて、ロの規定により養生を行ったときは、当該養生を解く前に清掃を行うこと。

※ 作業場所をプラスチックシート等で囲うことを指し、負圧管理までは要しない。

23
集じんカバー付きディスクグラインダーの例集じん装置付き高圧水洗機の例

出展：国立研究開発法人建築研究所 建築研究資料No.171

同等以上の効果を有する措置
集じん装置の扱いについては、今後有識者による検討を行った後、マニュアル等で示す予定。
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＜特定建築材料の除去等の方法＞
届出対象特定工事の元請業者若しくは下請負人又は自主施工者は、当該届出対象特定工事におい
て、政令で定める特定建築材料に係る特定粉じん排出等作業について、次のいずれかに掲げる措置（二
に掲げる措置にあっては、建築物等を改造し、又は補修する場合に限る。）をそのそれぞれに定める方法
により行わなければならない。ただし、建築物等が倒壊するおそれがあるときその他次のいずれかに掲げる措
置をそのそれぞれに定める方法により、行うことが技術上著しく困難な場合は、この限りでない。

一 当該特定建築材料を建築物等から除去 次に掲げる方法
イ 当該特定建築材料をかき落とし、切断し、又は破砕することなくそのまま建築物等から取り外す方法
ロ 当該特定建築材料の除去を行う場所を他の場所から隔離し、除去を行う間、当該隔離した場所に

おいて環境省令で定める集じん・排気装置を使用する方法
ハ ロに準ずるものとして環境省令で定める方法

二 当該特定建築材料からの特定粉じんの飛散を防止するための処理 当該特定建築材料を被覆し、
又は当該特定建築材料に添加された特定粉じんに該当する物質を当該特定建築材料に固着する方
法であって環境省令で定めるもの （新法第18条の19関係）

レベル１・２建材に係る工事（届出対象特定工事）について、除去等の措置を各措置についてそれぞれ
定める方法により行わなかった者に対して直接罰を設ける。
建築物等が倒壊のおそれがあるなど直接罰の対象から除外される場合に該当するか否かは、届出者（発
注者等）が届出書に該当する理由を記載することにより、都道府県等が判断。該当しないと判断したとき
は、除去等の措置を各措置についてそれぞれ定める方法で行うことを命ずるものとする。

（新法第18条の18第１項関係）
集じん・排気装置（新規則第16条の13）
新法第18条の19第１号ロの環境省令で定める集じん・排気
装置は、日本産業規格Z8122に定めるHEPAフィルタを付け
たものとする。

24隔離措置の様子 吹付け石綿の除去作業の様子
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＜特定建築材料の除去等の方法＞
届出対象特定工事の元請業者若しくは下請負人又は自主施工者は、当該届出対象特定工事におい
て、政令で定める特定建築材料に係る特定粉じん排出等作業について、次のいずれかに掲げる措置（二
に掲げる措置にあっては、建築物等を改造し、又は補修する場合に限る。）をそのそれぞれに定める方法
により行わなければならない。ただし、建築物等が倒壊するおそれがあるときその他次のいずれかに掲げる措
置をそのそれぞれに定める方法により、行うことが技術上著しく困難な場合は、この限りでない。

一 当該特定建築材料を建築物等から除去 次に掲げる方法
イ 当該特定建築材料をかき落とし、切断し、又は破砕することなくそのまま建築物等から取り外す方法
ロ 当該特定建築材料の除去を行う場所を他の場所から隔離し、除去を行う間、当該隔離した場所に

おいて環境省令で定める集じん・排気装置を使用する方法
ハ ロに準ずるものとして環境省令で定める方法

二 当該特定建築材料からの特定粉じんの飛散を防止するための処理 当該特定建築材料を被覆し、
又は当該特定建築材料に添加された特定粉じんに該当する物質を当該特定建築材料に固着する方
法であって環境省令で定めるもの （新法第18条の19関係）

隔離等に準ずる方法：隔離等と同等以上の飛散防止効果を有するものと技術的に認められる方法
（一 ハ） （新規則第16条の14）

ex）グローブバッグ工法 など ＊マニュアル等で示す予定

被覆・固着する方法：囲い込み又は封じ込め（板状の物等で覆って密閉すること、薬液等の散布により
（二） 表面を固化すること等）を行う方法とする。

ただし、レベル１の囲い込み及び封じ込め、レベル２の囲い込みを行う場合は、
隔離し、HEPAフィルタを付けた集じん・排気装置を使用する方法とする。

（新規則第16条の15）
囲い込み・封じ込めに係る作業基準：新規則別表第７の１の項下欄イからトまでに掲げる事項

＊特定建築材料を掻き落とし、切断、又は破砕の方法で除去する場合と
同じ基準 25
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＜特定粉じん排出等作業中の石綿漏えいの有無の確認＞
都道府県等においては、条例により特定粉じん排出等作業中の大気濃度の測定を施工者に義務付け
ている場合があるほか、立入検査時に都道府県等が測定を行う場合もあるところ、都道府県等による測
定では、集じん・排気装置の不適切な管理、作業員の隔離場所からの出入りの際の不適切な行動等、
作業基準の遵守の不徹底による石綿の飛散が明らかになった事例が散見される。
そのため、集じん・排気装置の排気口における粉じんを迅速に測定できる機器を用いた、集じん・排気装
置の正常な稼働の確認の頻度を増やすとともに、前室における負圧の状況の確認も頻度を増やすことに
より、隔離場所からの石綿の漏えい防止の強化を図るべきである。

（中央環境審議会答申「今後の石綿飛散防止の在り方について（答申）」）

現行の作業基準に以下の下線部を追加し、それぞれの確認の頻度を増やす。
負圧の状況の確認（新規則別表第７ １の項）

ニ 特定建築材料の除去を行う日の当該除去の開始前及び中断時に、作業場及び前室が負圧に保
たれていることを確認し、異常が認められた場合は、集じん・排気装置の補修その他の必要な措置を
講ずること。

＊定期的に行われる数時間毎の休憩時や作業の中断時、当日の作業終了時など
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集じん・排気装置の正常な稼働の確認（新規則別表第７ １の項）
ヘ （前略）隔離を行った作業場において初めて特定建築材料の除去を行う日の当該除去の開始後
速やかに、及び除去の開始後に集じん・排気装置を使用する場所を変更した場合、集じん・排気装
置に付けたフィルタを交換した場合その他必要がある場合に随時、使用する集じん・排気装置の排気
口において、粉じんを迅速に測定できる機器を用いることにより集じん・排気装置が正常に稼働すること
を確認し、異常が認められた場合は、直ちに除去を中止し、集じん・排気装置の補修その他の必要な
措置を講ずること。

naibu
楕円



27
①前室が負圧に保たれていることの

確認方法の例
（スモークテスターによる気流の確認）

隔離養生内

前室

※集じん・
排気装置

：空気の出入り

②集じん・排気装置が正常に稼働していることの
確認方法の例（粉じん計による確認）

（参考）特定粉じん排出等作業中の石綿漏えいの有無の確認

集じん排気装置

①

②

naibu
楕円




